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１．地域の現状
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データから見えてくるもの



03

小学校２
中学校１
幼稚園１
保育園１
国立千葉東病院
歯医者４
内科、小児科
整骨院２
郵便局、銀行３
コンビニ３
ドラッグストア、雑貨店
スーパー、八百屋、洋品店
薬局、美容院、理髪店、
公園

拠点 ：みんなのたまりば わ

資料１） 周辺地図（拠点から５００ｍ圏内）
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千葉市
６５歳以上 ２１．６％
７５歳以上 １１．４％

千葉県
６５歳以上 ２７．１％
７５歳以上 １３．７％

全国
６５歳以上 ２８．８％
７５歳以上 １６．１％

令和２年国勢調査より

資料２） 基本分析



２．事業の目的
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１．高齢者の孤立予防

２．相談につながる入口づくり

３．多世代交流の促進



⺠間で、地域のみんなでできること

仁戸名コミュニティ『わ』でできること、したいこと
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これらの問題を解決するために

地域課題の共有

地域住民の参加・協力

自宅以外の居場所づくり

公共だけに頼らない

世代間交流

相談会・イベントの開催



３．今年度の実績
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相談会や、ワークショップ、講座
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月１回（第１水曜日）のイベントを開催

５月７日 無料よろず相談会＆ワークショップ（押し花小物づくり）

６月４日 無料よろず相談会＆ワークショップ（バルーンアート）

７月２日 認知症サポーター養成講座

９月３日 無料よろず相談会＆ワークショップ（幸福だるまづくり）

１０月２日 無料よろず相談会＆ワークショップ（きらきらマグネット）

１１月６日 終活セミナー講座

相談員
あんしんケアセンター松ヶ丘、介護支援員、
ケアマネージャー、介護福祉士、社会福祉
士、民生委員、ファイナンシャルプランナー、
調理師、整理収納アドバイザーなど
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１２月２７日 スリッパ卓球大会

１月７日 無料よろず相談会＆ワークショップ（つまみ細工であそぼ）

２月４日 無料よろず相談会＆ワークショップ（アンブレラマーカー）

予定）２月１７日 仁戸名まつり プチのみの市とワークショップ

３月４日 今どきの化粧法と撮影会

番外編）松ヶ丘小学校アフタースクール
８月４日 きらきらマグネットづくり
１２月５日 折り紙でクリスマスリースづくり
１２月２３日 新聞紙バッグづくり
２月６日 編み込みハートのミニバッグ

●多くの住⺠が参加できる機会を創出
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番外編）
松ヶ丘小学校アフタースクール

８月４日 きらきらマグネットづくり
１２月５日 折り紙でクリスマスリースづくり
１２月２３日 新聞紙バッグづくり
２月６日 編み込みハートのミニバッグ
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チラシ HP



のぼり旗 Instagram

15



４．主な成果
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１．イベント参加者が講座やＷＳをとても喜んでいただけ、外出機会の少な
かった方が定期的に来られるようになったこと

２．高齢者が“支援される側”ではなく、“担い手”として活躍する場ができた
こと

３．中学生ボランティアとの自然な世代間交流が生まれたこと

４．初参加の男性が常連の方とすぐ打ち解けられる場所になっていること

５．たくさんの協力者、賛同者に出会え繋がりができたこと

（構成員の方々、あんしんケアセンターさん、ワークショップの
講師の方々、中学生ボランティア）

６．この補助金受給団体の熱い想いの方々に出会え『おせっ会』が誕生したこと



５．今後の課題
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１．よろず相談の利用が想定より少なかったこと

２．参加者が固定化してきていること

３．そして男性高齢者の新規参加が少ない

特に相談については、“相談”という言葉自体に心理的ハードルがあり、
困りごとがあっても表に出てきにくい現状が見えてきた



６．次年度の３本柱
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１．相談の見直し
単独の相談会ではなく、イベントと併設し雑談の延長で
自然につながる形に変えていきます
地域包括ケアセンターとも連携し、アウトリーチ型も検討

２．男性高齢者の参加促進
健康や軽運動、趣味要素のある企画を増やす

３．“高齢者ゆるeスポーツ”の導入
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３年計画

1年⽬基盤作り

地域のニーズ調査とイベントの
実験的実施

⾏事

月１回のイベント

年１回のスリッパ卓球大会

２１７（にとな）祭り

連携

町会、子供会、民生委員、ケアマネ、あ

んしんケアセンター、生活支援コーディ

ネーター、中学生ボランティア、

松ヶ丘小学校アフタースクール

2年⽬イベント拡⼤

地域全体と巻き込む中規模

イベント

⾏事

月１回の相談会
年１回のスリッパ卓球大会 

２１７（にとな）祭り

高齢者ゆる～eスポーツ

3年⽬ 定着と拡⼤

継続可能なイベントモデルの
構築

⾏事

月１回の相談会

年１回のスリッパ卓球大会

２１７（にとな）祭り

高齢者ゆるeスポーツ

スポーツレクリエーション
（複数台でのスリッパ卓球大会＆幼児児
童もできるレクレーション）

連携 左記に加え

小中学校、幼稚園、保育園

連携 左記に加え

淑徳大学看護栄養学部、

地元の商店街、公民館、ひだまり

住⺠参加型のプロジェクトで地域の絆を深める



なぜeスポーツなのか？
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高齢者の健康寿命の延伸と、地域における社会参加の推進は、
これからの自治体行政にとってますます重要なテーマとなっ
ています。とくに「通いの場」や地域活動など、社会とのつ
ながりを保つことは、介護予防の観点からも重要な取り組み
とされています。近年、このような社会参加の新たな手段と
して、ゲーム・eスポーツが注目を集めています

「高齢者のつながりと健康を育むデジタルアクティビティのすすめ」
介護予防・通いの場の新しいカタチとしての eスポーツ導入ガイド
千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門 中込敦士准教授



高齢者における eスポーツの主なプラスの影響
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認知機能への効果
• 注意力・実行機能などの認知機能が向上する可能性がある
• リズムゲームなどは脳の活性化に特に効果があると報告
• 認知症予防の一助になる可能性がある
身体への効果

• 軽い運動に相当し、フレイル予防に役立つ可能性
• 心拍数の上昇など、安全な範囲での身体活動が得られる
心理的な効果

• 達成感や楽しさによる気分の改善
• ストレス軽減やポジティブ感情の増加が報告されている
社会的な効果

• 世代間交流や仲間づくりなど、社会参加が促進される
• 外出機会が増え、孤立の解消につながる可能性

新規、男性高齢者
の来訪促進

孫たちとの会話が
増える

地域住民との
交流増加



地域・自治体・施設での導入事例
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三重大学病院
• 高齢者の認知機能改善を目的にeスポーツを導入
• 医療機関が取り組むことで信頼性が高い
静岡県沼津市
• 地域の高齢者向けにeスポーツイベントを開催
• 交流促進と健康づくりを両立
奈良県川西町
• 町ぐるみでeスポーツを導入
• 高齢者の社会参加を促進
群馬県草津市
• 温泉地での健康増進プログラムとして活用
• 観光と健康を組み合わせた取り組み
埼玉県加須市
• 高齢者施設で定期的にeスポーツ教室を開催
• 参加者の笑顔や交流が増えたと報告

高齢者のスポーツ・文化交流イベント

「ねんりんピック」で、２０２４年から
eスポーツが正式種目になり、「太鼓
の達人」、「ぷよぷよ」で競う



高齢者ゆる～eスポーツで
ウェルビーイング(Well‐Being）を目指す
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ゲーム機にあまりかかわってこなかった年代の高齢者。

比較的簡単で受け入れやすいゲームを通して、外出の機会を
増やし、交流を図り、楽しみ、新たなことへの挑戦や生活に
張りが生まれることを期待しています。

ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に良好で、「生
き生きと満たされた状態（よい状態）」を持続的に追求する。
単なる病気でない状態ではなく、幸福感や自己実現、働きが
い、良好な人間関係を包括した「よく生きる」を目指して。



７．まとめ

みんなとつながりたい『わ』
小さな一歩から始めよう
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こどもや若者と⾼齢者
多世代交流が⾃然にできているまち

未来を担うのは、今の若者たちです。
斬新なアイデアや⾏動⼒を⽣かせる環境を整え、
まちづくりに主体的に参画してもらえるよう、
⼤⼈ができることをサポートしていきたい。

次の世代に誇れるまちを創ろう

私たちが今⾏動を起こさなければ、次の世代に

誇れるまちを引き継ぐことはできません。

⽬先の利益だけでなく、⻑期的な視点を持ち、

⾼齢者だけでなく、中⾼年も、パパママ世代も

これからの宝である幼児、児童、⽣徒、学⽣、

みんなが明るい笑顔でいられられるまちにでき

るよう⼩さな⼀歩から始めよう。



みんなとつながりたい『わ』

厚⽣労働省は令和７年をめどに

⾼齢者の尊厳の保持と⾃⽴⽣活の⽀援のもくてきのもとで、可能な

限り住み慣れた地域で、⾃分らしい暮らしを⼈⽣の最期まで続ける 

ことができるよう地域包括ケアシステムの構築を推進しています

認知症⾼齢者の増加も⾒込まれる今こそ、

多世代交流をしながら、まちのみんなが「⼈と⼈とのつながり」を

⼤切にし、⾃然に「⽀え合って」「⾒守って」、できることはでき

る⼈が「⼿助けする」まちを⽬指してみんなとつながりたい『わ』
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ご清聴ありがとうございました

仁戸名コミュニティ  『わ』

みんなとつながりたい『わ』・

プロジェクト
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